
活動報告 

団 体 名 廿日市市社会福祉協議会 

活 動 名 坂町の被災者のための災害ボランティア派遣活動 

活動期間 2018/8/11 ～ 2018/8/31 

活動の成果 

平成 30 年 7 月豪雨災害により甚大な被害を受けた広島県安芸郡坂町に向け

て、8 月は週末を中心に、広島県廿日市市からボランティアバスを運行し、延べ 

84 人のボランティアを現地に送り届け、より効果的な被災地支援活動を行なう

ことができた。  

安芸郡坂町では、今回の豪雨災害により町民の半数が被災しており、地元の力

だけでは、復旧・復興の見通しが全く立たない状況だった。さらに、公共交通機

関も寸断されたこともあり、外部の支援が必須な状況であり、今回の豪雨災害で

比較的被害が少なく限定的であった本市の果たす役割は非常に大きかったと考え

ている。当会においては、発災直後から毎日ボランティアバスを運行していたが、

今回の助成により、8 月も継続することができた。今回のボランティアバスの運

行は、被災地にとって必須の取組みであったと考える。  

また、今回の被災地支援活動に、より多くの廿日市市民が直接関わることがで

き、また防災や減災に関心を持つ市民が増えたことが、本市にとっての大きな成

果と考えている。今回の取組みが、将来、廿日市市が被災したときに向けて平常

時からのネットワークがより強化できるきっかけとなった。  

今後は、社協、行政、各種団体、専門機関のネットワークだけでなく、今回の

被災地支援活動に関わった多くの市民の力も結集し、オール廿日市での平常時か

らのネットワークを形成していくことが課題と考えている。 

寄付者への 

メッセージ 

今回の助成のおかげで、発災当初から続けてきた被災地への支援活動を、より

効果的 に継続させることができました。  当会が担当した地区においては、被災

者からの声の多くに応えることができ、地元住 民からも「これでやっと落ち着け

る」といった声もいただきました。  さらに、今回の助成による取組みに関わっ

た当会職員にとっても、貴重な経験の機会 にもなり、今後の本市における災害に

係る取組みに活かしていくことができます。  今後も、大規模かつ広域的な災害

が起こる可能性が高いと考えられます。今回のよう な助成があることで、より多

くの力を被災地支援活動につなげることができると思いま す。引き続き、共同募

金活動への理解とご協力をお願いしたいと思います。  ありがとうございました。 

（活動のようす） 


